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【緒言】 

応力発光体は、摩擦、曲げ、衝突などの応力により発光する材料であり、発光の際に電源を必

要とせず、応力を可視化できるといった特徴から、応力センシング技術への応用が期待される材

料である。本研究では、応力発光体として知られている SrAl2O4:Eu,Dy(SAOED)に対し、さまざま

な種類のシランカップリング剤(Silane Coupling Agent : SCA)を反応させ、応力発光特性にどのよう

な影響があるのか調査することを目的とした。 

【実験】 

SAOED(1.5 g)に対し、Fig.1に示した 5種類の SCA(1.36×10-4 mol)を、湿式処理法を用いてそ

れぞれ適切な条件で反応させ、試料を得た。SAOEDと得られた 5種類の試料の計 6種類に対し、

応力発光強度をメカノルミネッセンス(ML)測定、ト

ラップ準位の深さをサーモルミネッセンス(TL)測定

で評価した。なおML測定では、試料をエポキシ樹脂

に重量比 9 wt%で混合し成型したものを測定に用い

た。 

【結果・考察】 

各試料の ML測定データを Fig.2に示す。波長 450 

nm ~ 600 nmにおける発光強度を積算したものをデー

タとして用いた。Vi、Amと反応させた試料において、

応力発光強度が上昇した。応力発光強度と応力印加

前の蓄光発光強度の比に注目すると、試料によらず

ほぼ一定となったため、応力発光強度は蓄光発光強

度に比例すると考えられる。 

 各試料の TL測定データを Fig.3に示す。Fig.3より、

試料によらずグラフの形は変化しなかったことから、

SCAとの反応前後で SAOEDが本来持つトラップ準位

の深さは変化しないと考えられる。それゆえ、応力発

光強度上昇は、吸収断面積あるいは発光量子収率の向

上によるものと考えられる。 
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Fig.1  Chemical structures of SCA 

Fig.2 PL intensity and ML intensity 

Fig.3 TL grow curves 
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